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アイコンセプトサポートセンター

インフォメーション
Ver15.00

0120-987-571（通話料無料）
受付時間 10:00～12:00，13:00～17:00

土・日・祝祭日はお休みをいただいております。

E-mail iccenter@iconcept.co.jp
http://www.iconcept.co.jp/2007.12.11

今年ももう終わるという実感がまだ湧いてきませんが、2007年もあと半月ほどで終わります。
毎年この時期になると、年賀状の準備をしなければと気忙しくなります。皆様、年賀状の準備はお済でしょうか？

－ 棚ＰＯＷＥＲ インフォメーションVol.71 －

Vol.71

サポートセンター専用ダイヤルが、携帯電話等からでも通話料無料になります！

棚POWERで作成した既存モデルと、簡易モデルを使用してフロアー全体のレイアウトを再現し、分析する機能
「フロアー分析」は、大幅に機能を向上させ、床POWERとして今夏発売いたしました。
それに伴い、棚POWER Ver16.00より、「フロアー分析」機能を削除します。ご了承くださいませ。

●運用・≪フロアー分析≫機能を、Ver16.00より床POWERに集約します

固定電話・携帯電話・IP電話からでも通話料無料に 次回棚POWER Ver16.00より「フロアー分析」を削除します

プロテクタの形状が変わります

これまでは固定電話からは「0120-987-571」。携帯電話・IP電話からは「06-6821-0904」をご使用いただい
ておりましたが、12月17日より、通話料無料の「0120-987-571」に統一いたします。
統一後は、携帯電話・IP電話からでも、通話料無料でご使用いただけます。

●サポート専用ダイヤル 「06-6821-0904」 が変更になります

⇒

⇒

⇒

携帯電話・IP電話より

固定電話より

12月17日（月）10：00より12月14日（金）17：00まで

０６－６８２１－０９０４
０１２０－９８７－５７１

０１２０－９８７－５７１

なお、代表の電話番号，FAX番号の変更はありません。

●USBタイプのプロテクタの種類（形状）が変わります

現在ご使用いただいているのは、下記左図にあるような、紫色で先の尖っている形のプロテクタですが、
今後は下記右図にある黒色で四角い形のプロテクタに変更になります。
もちろん、形状が変わるだけで機能的には何ら変更ありません。
今後、新規購入・追加購入・プロテクタ交換された場合は、新しいプロテクタをお届けいたします。

なお、12月28日のサポートセンターの営業時間は、10：00～12：00とさせていただきます。ご了承ください。
1月7日のサポートセンターは、通常通り10：00～12：00，13：00～17：00営業いたします。

【新しいプロテクタ】
色は黒。フタがあり、「棚POWER」と記載した
シールが貼ってあります。
※床POWERの場合は、「床POWER」と記載
したシールになります。

【従来のプロテクタ】
色は紫。フタはなく、先が尖っています。
別面には白いシールがあり、型番を記載
しています。

※棚POWERと床POWERの併用について‥
従来のプロテクタは棚POWER専用のプロテクタとなり、床POWERはご使用いただけません。新しいタイプ
のプロテクタには、棚POWER用・床POWER用・棚POWER/床POWER併用と3種類ご用意しています。
床POWERご購入時にお選びいただきますが、併用タイプをご希望の場合は、従来の棚POWER専用プロ
テクタと交換となります。ご購入時にご確認ください。

年末年始の営業について

●年末は2007年12月28日（金）まで、年始は2008年1月7日（月）より営業いたします

【 床POWER レイアウト画面 】

【 フロアー分析 画面 】

ダウンロードページへのアクセス方法

　ダウンロードサイトへのアクセスにはパスワードが必要となり、
バージョンアップＣＤのお届けと同様、正規ユーザー様のみ利用いただくことが可能です。

*** 受付時間のお知らせ ***
１０：００～１２：００
１３：００～１７：００
（土日祝日除く）

ユーザー様専用
サポートセンター 無料ダイヤル

０１２０-９８７-５７１
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●棚POWER バージョン9.20までのサポートを終了させていただきます

サポートセンタートピックス No.53

今回から棚割について解説していきます。
先ず棚割の基本的考え方についてです。商圏内の顧客特性、競合関係から、品揃えの考え方が決まり、
いよいよ棚に商品を陳列していきますが、

　Ａ：棚全体の販売額を最大にする
　Ｂ：棚全体の粗利益額を最大にする
　Ｃ：棚全体の純利益を最大にする
　Ｄ：棚全体の回転率を最大にする
　Ｅ：棚全体の交差比率を最大にする
　Ｆ：棚全体の補充などコストを最小にする

上記の目的を達成するために棚の位置に関して

１‥回転率の高い売れ筋商品を、ゴールデンゾーンに配置し、大きなフェース数で陳列する。

　　 注： ゴールデンゾーン‥‥床から80cm～150cmの範囲で商品が観やすく手に取りやすい、
棚の特等席。

　　　　 フェース‥‥‥‥‥‥商品の陳列面の単位

２‥回転率の高い売れ筋商品は、どの棚に陳列してもある程度まで売れるから、むしろそれを
　　 不利な場所に配置し、ゴールデンゾーンへは粗利益も高くて店が売りたい商品を陳列する。

の二つの考え方が有ります。

次に棚割の大まかなプロセスは、

第一ステップ‥ 商圏特性の把握
　　　　　　　　 ＊消費者に関する内容
　　　　　　　　 ＊食・生活慣習に関する内容
　　　　　　　　 ＊競合店舗に関する内容

第二ステップ‥ 売場のレイアウトの決定
　　　　　　　　 ＊生鮮食品(青果・鮮魚・精肉)　　　　
　　　　　　　　 ＊デイリィー食品
　　　　　　　　 ＊惣菜
　　　　　　　　 ＊一般加工食品
　　　　　　　　 ＊菓子
　　　　　　　　 ＊日用品・雑貨品

第三ステップ‥ 部門構成の決定
　　　　　　　　 ＊当該部門の店内での位置付け。(ゴンドラ本数)　　　
　　　　　　　　　 ex：ペット・缶詰・調味料・農産乾物・嗜好品 etc

　第四ステップ‥品揃えの決定
＊商圏特性（慣習・競合関係）
＊顧客ターゲット

　第五ステップ‥グルーピングの決定
＊用途別・ブランド別・容量別・サイズ別・価格帯別
etc

　第六ステップ‥ゾーニングの決定
＊部門内品種構成別（売上高・利益高構成比を参考にしてスペース配分を決める）
＊棚位置の決定（売上高・粗利高構成比を参考にゴールデンゾーンを中心に決める）

　第七ステップ‥陳列形態の決定
＊前進立体
＊バーチカル
＊ホリゾンタル
＊ブロック
＊カラーストライプ
＊スロットル
＊段違い
＊イクステンダー
＊ピクチャー・ウィンドー
＊ジャンブル
　　・
　　・
　etc

　第八ステップ‥フェイシングの決定
*単品ごとの一日当り売上数量、一回当り納入数量を参考に決める
*棚全体の回転が均一になるように、フェース数を調整する
*回転率の高い商品に多くのスペースを与える

上記、八ステップです。
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2007年12月時点の棚POWER最新バージョンは15.00です。次回バージョン16.00出荷時より、棚POWER バー
ジョン9.20までのサポート対応を終了させていただきます。

バージョン16.00の出荷は、来年夏頃を予定しております。
時期など詳細は、追ってご連絡いたします。どうぞよろしくお願いいたします。

【バージョン確認方法】

画面左下に「Ver～」と表示。
または、ヘルプメニュー・「バージョ
ン情報」から確認できます。

流通マーケティング講座は正規ユーザー様へのサービスとなります。

　　　　　　　　

下記、弊社ホームページよりユーザー様専用の
ID・パスワードを入力の上ご参照ください。

専用ID・パスワードはFAX送信させていただいております
最新の「インフォメーション」をご参照ください。

・セミナー&コラム → 流通マーケティング講座

　http://www.iconcept.co.jp/series/marketing/index.htm

第36回の内容は 「品揃えについてのポイント 3」 です。

流通マーケティング講座は正規ユーザー様へのサービスとなります。

　　　　　　　　

下記、弊社ホームページよりユーザー様専用の
ID・パスワードを入力の上ご参照ください。

専用ID・パスワードはFAX送信させていただいております
最新の「インフォメーション」をご参照ください。

・セミナー&コラム → 流通マーケティング講座

　http://www.iconcept.co.jp/series/marketing/index.htm

第36回の内容は 「品揃えについてのポイント 4」 です。


